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第１章 調査概要 

 

１ 調査目的 

熊野筆の需要を増やすため、筆の潜在的な需要調査を行い、筆事業者が新たな販路

や商品を開発するための参考資料として活用する。  

 

２ 調査方法 

（１）調査対象者   

広島県内および広島県外在住の男女 15 歳～79 歳 

※広島県外：奈良県、愛知県、札幌市、仙台市、東京 23 区、大阪市、 

岡山市、山口市、福岡市  

（２）調査方法   

インターネット調査 

（３）調査期間   

平成 29 年９月 12 日～平成 29 年９月 21 日  

 

３ 回収結果 

（１）回収数   

1,981 件 

（２）居住地別回収数  
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回答数 56 100 100 100 322 101 100 301 300 100 101 300 1,981 

構成比 (%) 2.8 5.0 5.0 5.0 16.3 5.1 5.0 15.2 15.1 5.0 5.1 15.1 100.0 

 

４ 報告書の見方 

（１）本文及び図表中に示した調査結果の数値は百分比（％）で示してある。これ

らの数値は小数点以下第２位を四捨五入しているため、全項目の回答比率

の合計が 100.0％とならない場合がある。 

（２）複数の回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えることがあ

る。 

（３）報告書中の図表では、コンピューター入力の都合上、回答選択肢の表現を短

縮している場合がある。 

（４）文字数が多い選択肢については、意味を損なわない程度に選択肢を省略し

ているものがある。 

（５）図表中の「ｎ」は number of cases の略で、回答者総数または分類別の回

答者数を示す。各比率はｎを 100％として算出している。 


